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耐震技術

防災

建築物の耐震設計用地震荷重をどのように

見積もるかは、とくに兵庫県南部地震の後、

設計者にとっての大問題であり、建物の性能

を左右する重要な課題である。また、南関棄

地震や直下地震により首都圏ではどのような

被害が（経済社会的な被害も含め）との程度

生じるのか、またこれに伴って首都圏の機能

にどのような影響が生じるのかを事前に予測

しておくことが大切である。このような問いに

対し、設計用地震荷重および地震危険度評
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評価、 都市地震危険度
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価などを主に研究している。
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